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図 1 フレーム構成    図 2 ハンガー部   図 3 ハーネス   図 4 使用状況 
吊り具は子供の身体を固定するハーネスとそれをハンガーに繋ぐバンジーゴム製のロープからなりま
す（図３）。ハーネスは骨盤部を支える腰ベルトと股ベルトかならなり、腰ベルトの前後４点から肩ベルトが
接続され、それぞれのベルトはバックルで簡単に開閉できます。腰ベルトの左右２ヶ所と肩ベルトの上端
２ヶ所の合計４カ所に、バンジーゴムがカラビナを介して留められていますが、ロープの上端部もカラビナ
に結びつけられており、前述したハンガーのループ部にワンタッチで連結できます（図４）。 
研究シーズの応用例・産業界へのアピールポイント 
障害児の療育施設や特別支援教育の現場に、これまでなかった歩行を自由に体験できる遊具として全
国の施設に普及していく可能性のある遊具です。 
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